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県における令和５年度自殺対策の取組について 

○  包括的な自殺対策プログラムの実践に基づく取組 

１ ネットワークの構築 ３ 二次予防（ハイリスク者へのアプローチ） 

 (1) 岩手県自殺対策推進協議会の開催（官民連携組織）  (1) 相談支援 

 (2) 岩手県自殺対策総合対策本部の開催（庁内連携組織）  ア 「こころの電話相談」（回線増設）【Ｒ３～】 

(3) 地域自殺対策推進協議会、自殺対策実務者ネットワーク連絡会の開催

（各保健所） 

「こころの健康相談」の実施 

イ ＳＮＳ等相談（国の補助事業実施機関）と連携協定を締結（全国初） 

 【Ｒ３～】 

   

２ 一次予防（住民全体へのアプローチ）     

 (1) 普及啓発 ウ 市町村への相談体制強化の支援 

  ア 「こころに寄り添い いのちを守る いわて」月間（自殺防止月 

間（９月）及び自殺対策強化月間（３月））における広報 

(2) 自殺未遂者支援 

モデル地域でのサポート事業、ケア会議、未遂者支援検討会等 

 イ 若年層向け普及啓発（大学祭等での啓発、学校への出前講座） 

・自殺リスクの高い方から優先的に相談を受け付けるための SNS

相談専用窓口カードの配布先に、小学校を追加【Ｒ５】 

・いわてグラフ（９月）に、SNS 相談先を掲載【Ｒ５】 

４ 自死遺族へのアプローチ 

 (1) 自死遺族交流会の開催、自死遺族へのリーフレット配布 

(2) 公開講座及び自死遺族支援実務者連絡会の開催、自助グループへの運営支援 

ウ いわてアスリートクラブ（いわてグルージャ盛岡）との連携協定

に基づく広報【Ｒ３～】 

５ 精神疾患へのアプローチ 

 保健医療等関係者を対象とした研修会の開催 

 エ こころのセルフケア動画（16 編）のＳＮＳ配信【Ｒ３～】 ６ 職域へのアプローチ 

 オ 普及啓発ＳＮＳ広告の配信及び自殺防止対策特設ＷＥＢサイトの

開設【Ｒ４～】 

 (1) 事業所訪問及び心の健康づくり出前講座等の実施 

(2) 商工団体等との関係会議・研修会での周知啓発 

 カ 自殺対策推進にかかるキャッチコピー、月間名称等の活用【R4～】   

 キ こころの健康づくり講演会等の実施   

 (2) 人材養成   

  ア ゲートキーパー指導者養成研修及びフォーラム、自殺対策技術研

修、県職員向けゲートキーパー研修 

  

  イ 職域団体向けゲートキーパー養成研修【Ｒ４】【Ｒ５:２回に拡充】   

  ウ 地域ケア検討会   

 

資料２ 
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○ セルフケアを目的とした動画コンテンツを、岩手県公式 YouTubeで配信（全 16編） 

□第１話 

□第３話 

□第５話 

【動画イメージ】（第１話） 
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○ 自殺対策特設ＷＥＢサイト「こころに寄り添い いのちを守る いわて」を開設（令和４年９月～） 

 ・ 相談窓口一覧を「アイばあちゃんのアドレス帳」として、相談できるジャンルごとに区分けし、電話番号、リンク先を掲載 

 ・ メンタルヘルスセルフケア動画、ゲートキーパー行動例動画、啓発資料のデータを掲載 

〇 ＳＮＳ広告（令和４年９月～） 

 ・ ユーチューブによる動画広告、Instagram・Twitterによるディスプレイ広告を掲載 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

自殺対策特設 WEBサイト 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

ＳＮＳ広告 
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市町村における令和５年度自殺対策の取組について 
 

１ 包括的な自殺対策プログラムの実践 

 

いわゆる「久慈モデル」といわれる６つの項目（①ネットワークの構築、②一次予防、③二次予防、④三次予防、⑤精神疾患へのアプローチ、⑥職域へのア

プローチ）による包括的な自殺対策プログラムを全県で推進する。 

 

  【参考】久慈モデルの推進について 

 県では、「久慈モデル」による包括的な自殺対策プログラムを県内全域に波及させることを目標に、各地域での技術支援等に取り組んでき

たところである。 

 現在、全ての圏域（保健所単位）において６項目全ての取組が実施されており、県内全域で「久慈モデル」が展開されている。 

市町村単位にみても、多くの市町村が各項目の取組を実施しており、６項目全てを実施する市町村は、令和４年度で 28市町村となってい

る。 

 

 

※ 市町村における実施状況（平成 24年度～令和４年度） 

■項目別状況（県内 33市町村）                  ■実施項目数別状況（県内 33市町村） 

 

  

 出典：「久慈モデル」による自殺対策の実施に関する調査（岩手県精神保健福祉センター調べ） 

項目 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R3 R4
一次予防 31 32 32 32 32 33 33 33 33 33 33
二次予防 32 32 32 32 32 33 33 33 33 33 33
三次予防 18 19 23 25 27 26 29 29 30 30 31
精神疾患へのアプローチ 31 32 31 31 31 31 31 32 32 33 33
職域へのアプローチ 22 24 23 22 22 23 28 31 30 28 28
ネットワーク 25 29 29 30 30 31 33 33 33 33 33

 

実施項目数 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R3 R4
６項目（全て） 14 16 17 18 18 20 26 27 27 26 28
５項目 11 8 9 9 11 7 4 5 5 5 3
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○  包括的な自殺対策プログラムの実践に基づく取組 

１ ネットワークの構築   ・精神科医、公認心理師等による相談会の開催 

 (1) 自殺対策推進協議会の設置    ・傾聴サロンの開設 

 (2) 実務者レベルの連絡会、事例検討会の設置   ・医療機関・関係機関へのつなぎ 

 (3) 内部組織間の庁内連絡会の設置   イ うつスクリーニングの実施 

２ 一次予防（住民全体へのアプローチ）    ・ 乳児全戸訪問時の産後うつスクリーニング、幼児の保護者を対 

 (1) 普及啓発   象としたうつスクリーニングを実施 

  ア こころの健康・自殺予防に関する普及啓発   ・ 高齢者を対象とした、うつチェックリストによるハイリスク者へ 

  イ ストレスチェックシステムを利用したセルフケアの推進   の家庭訪問 

  ウ 若年層向け普及啓発  (2) 自殺未遂者支援 

  エ 相談窓口等の周知   ア 保健所、病院及び関係機関等との連携（事例検討） 

  オ 自殺予防月間等における啓発活動   イ 退院後の支援先窓口の周知 

 (2) 人材養成 ４ 三次予防（自死遺族へのアプローチ） 

  ア ゲートキーパー研修(職員、民生委員、介護支援専門員、教職員、  (1) 家族会等の情報提供、個別支援 

  保健推進委員、一般住民 等）  (2) 心理教育用のリーフレット配付 

  イ 傾聴ボランティア養成講座、メンタルヘルスサポーターフォローア    

  ップ研修等の開催 ５ 精神疾患へのアプローチ 

  ウ 精神保健ボランティアの育成・支援  (1) 精神科医による精神保健相談の実施 

  エ こころの健康づくり研修会の開催  (2) 10～30歳代の統合失調症当事者同時の話し合いの場を提供 

  オ 若年層向け人材養成  (3) 家族会の活動支援、情報発信 

  ・ 児童生徒の SOS の出し方教育室等  (4) 精神デイケア事業の開催 

  ・ 教職員や中学生を対象としたゲートキーパー養成研修の開催 ６ 職域へのアプローチ 

３ 二次予防（ハイリスク者へのアプローチ）  (1) 労働者の健康に関する普及啓発 

 (1) 相談支援  (2) こころの健康教育の実施 

  ア 電話相談・対面相談の実施   ア 企業訪問（心の健康づくりの普及啓発や相談窓口の周知） 

  ・ こころの健康相談   イ こころの健康づくりに関する健康教育の開催 
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関係団体における令和５年度自殺対策の取組について 

１ ネットワークの構築 ３ 二次予防（ハイリスク者へのアプローチ） 

 該当なし  (1) 相談窓口の設置等による対面・電話相談・カウンセリング等の実施 

２ 一次予防（住民全体へのアプローチ）   【NPO 法人岩手自殺防止センター、盛岡いのちの電話、 

 (1) 普及啓発   消費者信用生活協同組合、NPO法人いわてソーシャルサポートセンター、 

  ア イベント等における住民への普及啓発   NPO法人サロンたぐきり、気仙地域傾聴ボランティア「こもれびの会」、 

  【ＮＰＯ法人サロンたぐきり、盛岡いのちの電話、岩手県薬剤師会】      岩手県予防医学協会、日本産業カウンセラー協会東北支部】 

  イ 教育機関関係者への出前講座等の実施  (2) 傾聴ボランティアによる傾聴支援 

  【ＮＰＯ法人いわてソーシャルサポートセンター】   【気仙地域傾聴ボランティア「こもれびの会」、NPO法人サロンたぐきり、 

 (2) 人材養成   釜石地域傾聴ボランティア「はなみずき」、宮古地域傾聴ボランティア支え愛】 

  ア 電話相談員、傾聴ボランティア要員確保を目的とした基礎研修、  (3) 弁護士による相談会及び傾聴サロンの開催 

   現相談員のスキルアップ研修の実施   【NPO 法人遠野まごころネット】 

  【ＮＰＯ法人岩手自殺防止センター、盛岡いのちの電話、 ４ 三次予防（自死遺族へのアプローチ） 

  気仙地域傾聴ボランティア「こもれびの会」、  該当なし 

   ＮＰＯ法人いわてソーシャルサポートセンター】 ５ 精神疾患へのアプローチ 

  イ 若年層の支援に関わる保健師、教師、相談員等を対象とした、メ  精神障がい者当事者会における傾聴支援 

  ンタルヘルスについての講演会の開催   【気仙地域傾聴ボランティア「こもれびの会」】 

  【岩手県予防医学協会】 ６ 職域へのアプローチ 

  ウ 地域の健康支援を担うことのできる人材を育成し、「岩手県薬剤師  (1) 産業保健スタッフの配置がない事業所等を対象に、メンタルヘルスに関 

   会認定ゲートキーパー」として認定   する研修会を開催 

  【岩手県薬剤師会】    【岩手県予防医学協会】 

  エ 企業や自治体等を対象としたゲートキーパー養成研修開催  (2) 管理監督者や一般労働者を対象とした自殺予防セミナーの開催 

  【日本産業カウンセラー協会東北支部】   【日本産業カウンセラー協会東北支部】 

   ７ 被災地におけるリスクを抱えた住民に対する支援 

    災害対応を行っている沿岸自治体職員や被災者支援者等を対象とした、メンタ

ルヘルス等支援事業の実施 

     【岩手医科大学】 
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